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小学校学習指導要領(平成29年告示)解説算数編では、算数科の目標として、

「数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・

能力を育成することを目指す」と示されている。また、学習指導の過程におい

ては、数学的に問題発見・解決する過程が重視された。そこで本研究では、学

習課題を三つの視点(主体性、必要性、連続性)から設定し、問題解決的な学習

の充実を図るため、「単元プランシート」「授業プランシートⅡ」に基づいた授

業づくりに取り組んだ。その結果、児童が主体的に学習に取り組む姿が見られ、

数学的に考える資質・能力の育成につなげることができた。 
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算数科の目標
「数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に
考える資質・能力を育成することを目指す」

小学校学習指導要領(平成29年告示)解説算数編

問題発見・ 解決する
過程を重視

数学的に考える資質・能力の育成
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学習課題の設定における三つの視点
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学習へ向かおうとする

学んだことが
生活場面へとつながる
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研究員派遣による学校支援に関する研究 

 

数学的に考える資質・能力の育成を目指す授業づくり 
－問題解決的な学習の充実を図るための学習課題の設定の工夫－ 

 

Ⅰ 研 究 の 目 標 

 

小学校算数科において、問題解決的な学習の充実を図るため、解決したくなる学習課題を設定した授

業づくりに取り組むことで、数学的に考える資質・能力の育成を目指す。 

 

Ⅱ 研 究 の 仮 説 

 

指導者と協働し、学習の系統性を踏まえ、単元で育成を目指す数学的に考える資質・能力を明確にす

る。児童の疑問や気付きを基にして、解決したくなる学習課題を三つの視点から設定し、既習の知識や

技能を活用して問題を解決していく授業づくりに取り組むことで、問題解決的な学習が充実し、数学的

に考える資質・能力を育成することができるだろう。 

 

Ⅲ 研究についての基本的な考え方 

 

小学校学習指導要領(平成29年告示)解説算数編(以下、学習指導要領解説という。)では、算数科の目

標として、「数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育成

することを目指す」１）と示されている。また、学習指導の過程においては、数学的に問題発見・解決す

る過程が重視された。そこで本研究では、解決したくなる学習課題を三つの視点から設定し、問題解決

的な学習の充実を図るために、「単元プランシート」「授業プランシートⅡ」に基づいた授業づくりに

取り組む。このことにより、児童自身が既習の知識や技能を活用して考えたり、友達と話し合って考え

を広げたり、新たな課題を見つけ出したりする中で、数学的に考える資質・能力の育成につながるので

はないかと考えた。 

 

１ 数学的に考える資質・能力の育成 

  学習指導要領解説では、算数科において育成を目指す数

学的に考える資質・能力を、「知識及び技能」「思考力，

判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」の三つ

の柱で整理して示している。本研究では、数学的に考える

資質・能力の三つの柱の中でも「学びに向かう力，人間性

等」に焦点を当て、児童の発達の段階を踏まえ、表に示す

学びの姿に着目し、その変容を目指す授業づくりに取り組

む。 

 

２ 問題解決的な学習の充実を図るための学習課題の設定を工夫した授業づくり 

本研究では、問題解決的な学習の基本的な過程を、滋賀県教育委員会が「平成29年度学校教育の指

針」で示した「課題発見・解決のプロセス」と捉える(p.2の図１)。このプロセスを充実したものにす

るためには、児童の数学的な興味・関心を高め、児童自らが課題解決への見通しをもって取り組める

表 数学的に考える資質・能力「学びに向かう力，

人間性等」(学習指導要領解説より) 
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ような解決したくなる学習課題の

設定が重要となる。 

そこで、解決したくなる学習課

題の設定において三つの視点を考

えた。 

①児童の疑問や気付きを基にし

て生み出され、主体性を大切にし

たもの (以下、主体性という。)、

②考えを広げ深めるために、友達

と話し合う必要性があるもの (以

下、必要性という。)、③学習で身

に付いたことが、生活場面へとつ

ながる連続性を意識したもの (以

下、連続性という。)。 

このような学習課題の設定を工夫した授業づくりについて、以下のように取り組んだ。 

(１) 数学的に考える資質・能力を明確にした単元計画の作成 

授業づくりを進めるうえで、

単元を通してどのような数学的

に考える資質・能力を育成する

のかを明らかにすることを大切

にした。そこで、図２に示した

「単元プランシート」を用いて

単元計画を作成した。 

まず、学習指導要領解説で、目

標及び内容から本単元で育成を

目指す数学的に考える資質・能

力を明確にし、単元の目標を定

めた。 

次に、学習する内容に関連す

る単元を系統図に書き出し、数

学的に考える資質・能力を書き加えた。このことにより、育成を目指す数学的に考える資質・能力

や単元の大まかな進め方について見通しをもつことができる。 

さらに、「つかむ」「つなぐ」「生かす」の学習段階を設け、各時間の問題、学習課題(めあて) 

(以下、学習課題という。)、まとめを明確に示した。学習課題は、主体性、必要性、連続性の三つ

の視点を基に、まとめと正対するように設定した。 

 

(２) 学習課題を明確にした「授業プランシートⅡ」 

問題解決的な学習の充実を図る授業づくりの手立てとして、「授業プランシートⅡ」(p.3の図３)

を１単位時間の授業構想に用いる。「授業プランシートⅡ」は、平成29年度小学校派遣研究(算数科)

の成果物「授業プランシート」を参考にした。問題から学習課題を引き出したり、児童の考えを広

げたりする発問や手立てをシートに書き込みながら授業を構想した。また、指導者が本時で目指す

児童の姿を具体的にイメージし、児童のつまずきを予想して手立てを用意できるように、３ページ

図１ 「課題発見・解決のプロセス」 

課題発見・解決のプロセス
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（平成29年度滋賀県教育委員会「学校教育の指針」より）
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図２ 「単元プランシート」 
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の図３に示した本時で目指す「数学的な見方・考え方を働かせて、主体的に学習に取り組んでいる

姿」を設定した。 

 

 

３ 学びの姿を捉える評価のあり方 

「学習評価の在り方ハンドブック 小・中学校編（令和元年 文部科学省 国立教育政策研究所）」

では、「学びに向かう力，人間性等」には、観点別評価を通じて見取ることができる部分として「主

体的に学習に取り組む態度」が示されている。また、「主体的に学習に取り組む態度」の評価につい

ては、「①知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた

粘り強い取組を行おうとする側面と，②①の粘り強い取組を行う中で，自ら学習を調整しようとする

側面，という二つの側面から評価することが求められる」３）とある。 

本研究では、「主体的に学習に取り組む態度」の①の側面を「数学的な見方・考え方を働かせて自

分で考えようとしている姿」、②の側面を「自分や友達の考え方のよさを見つけたり説明したりする

こと等を通して、よりよく問題解決に取り組もうとしている姿」と捉え、その学びの姿の変容に着目

する。また、その結果を、学習課題の設定が適切であったかを検証するための手立てとする。 

 

Ⅳ 研 究 の 進 め 方 

 

１ 研究の方法 

(１) 派遣研究員受入校の算数科における児童の質問紙および指導者の意識調査から、学習状況や課題

を把握し、本研究の目標に沿って学校支援の内容を設定する。 

(２) 派遣研究員受入校の課題を踏まえ、育成を目指す数学的に考える資質・能力を明確にした単元計

画について提案し、協議のうえ、内容を決定する。 

(３) 指導者と複数指導(TT)を行う中で、学習課題の設定を工夫した授業づくりに取り組み、その効果

について検証する。 

(４) 各校で派遣研究協議会を実施し、各校での取組について交流・協議する。 

(５) 各校での取組内容、成果と課題についてまとめる。 

学習課題を引き出す手立て 

まとめ 

問題 

学習課題 

考えを広げる手立て 

 

正対する 

図３ 「授業プランシートⅡ」 

平成29年度小学校派遣研究(算数科)の成果物「授業プランシート」では、児童に数学的な考え方を働かせる手立てとして、児童にもわ
かりやすい表現で数学的な見方・考え方を促す発問の例が示された。それにより、「児童が主体的に数学的な見方・考え方を働かせ、思
考を深める授業改善が進められた」２）とある。そこで、本研究でも、「数学的な見方・考え方を働かせ、主体的に学習に取り組んでいる
姿」を生み出すために活用した。 
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２ 研究の経過 

４月 
４月～11月 

 
６月 
 

８月 
 
 

研究構想、研究推進計画の立案 
派遣研究(草津市、豊郷町、彦根市、竜王
町の小学校各１校、原則各校週１回派遣) 
第１回児童質問紙調査および指導者の意
識調査の実施 
第１回派遣研究協議会(１学期の取組の成
果と課題、２学期の方向性) 
２学期に向けた授業づくり 

10月 
 

11月 
 

11月～12月 
１月 
２月 
３月 

第２回児童質問紙調査および指導者の意
識調査の実施 
第２回派遣研究協議会(研究の成果と課
題、研究のまとめ方) 
研究論文原稿執筆 
研究発表準備 
研究発表大会 
研究のまとめ 

 

Ⅴ 研 究 の 内 容 と そ の 成 果 

 

１ 学習課題を核とした授業づくりの工夫 

(１) 「単元プランシート」の作成 

ア 単元で育成を目指す数学的に考える資質・能力の設定 

学習指導要領解説に示されている目標及び内容を基に、本単元で育成を目指す数学的に考える

資質・能力を三つの柱に整理し、単元の目標として設定した。育成を目指す資質・能力を明確に

示したことで、各時間のねらいや評価規準が焦点づけられた。 

イ 単元で働かせる数学的な見方・考え方を示した系統図の作成 

学習指導要領解説では、数学的な見方・考え方について、「事象を，数量や図形及びそれらの

関係などに着目して捉え，根拠を基に筋道を立てて考え，統合的・発展的に考えること」１）と示

されている。数学的な見方は、「～に着目して」という文言により記述され、物事の特徴や本質

を捉える視点を意味している。数学的な考え方は、数学的な見方を基にしてどのような考え方で

思考していくのか、という思考の進め方や方向性を意味している。この数学的な見方・考え方を

学年間のつながりとともに系統図に示すことで、本単元で働かせる数学的な見方・考え方をより

明確に捉えることができた。また、指導者が単元を通して意識的に繰り返し、数学的な見方・考

え方の活用を児童に促すことで、数学的に考える資質・能力を育成することができた。 

ウ 三つの視点を大切にした学習課題の設定 

系統図に示した学習内容と数学的な見方・考え方を基に、三つの視点を踏まえて各時間の学習

課題を設定した(p.5の図４)。第２学年「かけ算(１)」では、主体性の視点から、具体物を数える

活動を取り入れる中で全体の数を捉えやすくするために「何個のいくつ分」をいろいろな場面で

見つけて数を捉えたくなる学習課題を設定した。必要性の視点から、既習の「何個のいくつ分」

を使って乗法を用いる場面を図や言葉、式で表し、話し合うことで多様な考えに触れ、よりよい

考えを見つけ出したり広げたりできる学習課題とした。連続性の視点から、身の回りからかけ算

の式を見つけ、生活場面でかけ算を活用するよさを実感できる学習課題を設定した。指導者が学

習の系統性を意識しながら学習課題を設定することで、「前の考え方でやってみよう」「見方を

少し変えれば前と同じように解けそうだ」と、既習の知識や技能を活用し、数学的な見方・考え

方を働かせて、主体的に問題解決に取り組む児童の姿を引き出すことを目指した。 

 

(２) 「授業プランシートⅡ」の作成 

 問題から児童に疑問や気付きをもたせ、「単元プランシート」で設定した学習課題を児童から引

き出し、問題解決的な学習の充実を図る授業づくりの手立てとして、「授業プランシートⅡ」を作

成した(p.3の図３)。「授業プランシートⅡ」作成のポイント(p.6の図５)について、以下に示す。

①「単元プランシート」を基に、本時の「学習課題」と「まとめ」が正対していることを確認する。

②問題に対する児童の考えやつまずきを予想して記述する。また、クラス全体での交流場面で取り
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上げる考えを書き出す。③本時の「まとめ」に向けて、児童がどのような数学的な見方・考え方を

働かせるのかを考え、主体的に取り組む児童の姿を具体的に書き出す。また、気付いたことや学習

したことを振り返り、次の学習に生かせるように振り返りのポイントを明らかにする。④数学的な

見方・考え方を働かせることを促す発問や支援を書き出す。 

   このように、「授業プランシートⅡ」を活用することによって、数学的な見方・考え方を働かせ

て主体的に学習に取り組む児童の姿を明確にイメージし、具体的な支援へつなげて問題解決的な学

習の充実を図る授業づくりに取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図４ 第２学年「かけ算(１)」の「単元プランシート」 

＜主体性＞ 

「何個のいくつ分」をいろいろな場面で 

見つけて数を捉えたくなる学習課題 

＜連続性＞ 

身の回りからかけ算の式を見つけ、生活場

面でかけ算を活用できるよさを実感できる

学習課題 

＜必要性＞ 

既習の「何個のいくつ分」を使って乗法を用いる場面を図

や言葉、式で表し、話し合うことで多様な考えに触れ、よ

りよい考えを見つけ出したり広げたりする学習課題 

単元の学習内容と数学的な

見方・考え方を示す。 

関連する単元の学習内容と

数学的な見方・考え方の 

学年間のつながりを示す。 

単元で育成を目指す 

数学的に考える資質・ 

能力を明確に示す。 
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２ 三つの視点を踏まえた学習課題の設定による授業の実際 

第３学年「いろいろなわり算」の単元において、「授業プランシートⅡ」を活用した授業の実際を

示す。 

(１) 児童の疑問や気付きを基にして生み出され、主体性を大切にした学習課題 

第１時では、生活経験を基に余りを出す意味を考えさせる授業場面を構想した(p.7の図６)。指導

者は既習の割り切れる割り算について確認した後、あんぱんの全部の個数を意図的に示さず条件不

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業プランシートⅡ作成の手引き 

・単元プランシート、学習指導要領解説、教科書、その他参考資料となるものを手
元に用意しましょう。 

・板書計画を書く要領で、クラス全体での交流場面をイメージして書きましょう。 
・指導者の発問と予想される児童の考えや発言を書きましょう。 

作成のポイント 

①単元プランシートで考えた児童の疑問や気付きを基にした
「問題」「学習課題」「まとめ」を記入します。 

※学習課題とまとめが正対しているかを確認します。 

②問題に対する児童の考えやつまずきを予想して記述します。
また、クラス全体での交流場面で取り上げる考えを書き出し
ます。 

※本時の「まとめ」に近づくように、どの考えをどの順で取
り上げるのかをイメージし、意図的な指名につなげます。 

③本時の「まとめ」に向けて、働かせたい数学的な考え方の欄に  
  を付け、数学的な見方・考え方を働かせて、主体的に学習に
取り組んでいる姿を具体的に書き出します。また、気付きや
学習したことを振り返り、次の学習に生かせるように振り返
りのポイントを明らかにします。 
※「～に着目して（を基にして、を生かして）、～しようと
している（と考えている）」という表現で書き出します。 

④数学的な見方・考え方を働かせることを促す発問や支援を書
き出します。 

※補助発問や支援から、問いを連続させ、目指す子どもの姿に
つなげます。 

図５ 「授業プランシートⅡ」作成の手引き 

 

① 

学習課題とまとめが正対しているか。 

児童の考えやつまずきを予想し記述する。 

交流場面で取り上げる考えを書き出す。 ② 

③ 

評価に生かす。 

④ 
数学的な見方・考え方を働かせる 
ことを促す発問や支援を考える。 
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足の問題を提示した。児童は「あれ？」「あんぱんの数が分からないから解けない」と考え始めた。

そこで、指導者は「あんぱんが何個だったら、４人に分けられるのかな」と問い返すと、児童は「４

個や８個など、割り切れる割り算で計算できるあんぱんの個数なら４人に分けることができる」と

発言した。既習の知識や技能を使って解決できそうだということに気付かせることができ、主体的

に問題に関わろうとする児童の姿が見られた。全部であんぱんは14個だと分かると、児童は「この

数では分けられない」と、既習事項である割り切れる割り算との違いに気付き、「この数では分け

られない。どうしたらいいのだろうか」という疑問が生まれたことで、解決したいという思いをも

つことができた。そして、「あんぱんはどうやって分けたらいいのだろう」「分けられない割り算

はどうしたらいいのだろう」という本時の学習課題を児童から引き出すことができた。 

児童たちが作り出した学習課題であるため、自分で考える場面では、図を描いて余りを表したり、

かけ算を基に何個余るのかを考えたりして、児童それぞれが自分の考えをもつことができた。また、

題材をあんぱんにしたことで、余りを半分に割れるといった意見も出てきた。これは、等しく分け

切る既習内容を活用したものである。しかし、本時では余りのある割り算へとさらに考えを広げる

ことを目標としている。題材のあんぱんが、はさみや鉛筆、フライパン等、半分に割れないものに

変わった場合はどうしたらよいのだろうと問い返すことで、残りを余りとして出すことの意味に気

付くことができた。 

このように、児童の疑問や気付きを基にして生み出される学習課題を設定したことで、主体的に

学習課題に関わろうとする児童の姿が見られた。 

 

 

(２) 考えをつないだり広げたりするために、友達と話し合う必要性のある学習課題 

８ページの図７は第６時の「授業プランシートⅡ」である。60÷３と63÷３の違いは何かを明ら

かにしながら、既習の知識や技能を活用して問題解決をする場面である。児童は「63÷３はどのよ

うに計算すればいいだろう」という学習課題を解決する際、前時に学習した60÷３の計算方法を活

図６ 第３学年「いろいろなわり算」第１時の「授業プランシートⅡ」 
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用し、「10のまとま

りを使って考え

る」ことを想起し

ながら解決方法を

考えていった。図

８のように、図や

言葉、式で表す児

童がいた。図９は、

全体交流を通して

これらの考えをつ

なげる場面であ

る。児童から発言

された３÷３＝１

の意味を指導者が

問うことで、図と式を結び付けて説明する児童の姿が見られた。また、共通点を見いだす発言もあ

り、表現方法は違うが、考え方は全て同じことに気付くことができた。 

このように、既習の知識や技能を活用して考えられる学習課題を設定したことで、児童それぞれ

が自分なりの表現方法で答えを導き出すことができ、考えをつないだり広げたりするために話し合

う必要性が生まれた。 

 

(３) 学習で身に付いたことが生活場面へとつながる連続性を意識して設定する学習課題 

単元のまとめとなる第７

時では、グループ分けの場

面で、題意に即して余りの

処理について説明する授業

を構想した(図10)。38人を

七つのグループに分けるこ

とから、児童は、既習事項

を基に、38÷７＝５あまり

３と導き出した。しかし、

児童からは「できるだけ同じになるようにグループに分けるってどういうことだろう」という疑問

が出た。指導者は、既習との違いに気付かせるために「できるだけとはどういうことかな？これま

でだったら同じ数に分けましょうという問題だったけど」と問い返すと、児童は「できるだけとい

うことだから、差が１人だったらいいと思う」「今のグループみたいに３人か４人で分けるのはい

いと思う」と生活場面を振り返り、どのように分けたらよいのか見通しをもつことができた。そこ

図７ 第３学年「いろいろなわり算」第６時の「授業プランシートⅡ」 

図10 第３学年「いろいろなわり算」第７時の「授業プランシートⅡ」の一部 

図９ 学び合いの様子 

３÷３＝１の意味は

どういうことかな 
 

図に書いてある３枚を３人に１

枚ずつ分けたってことだよ 

図では63枚を60枚
と３枚に分けたよ 

図８ 共に学び合う場面の児童の考えを書いた板書 

言葉 

図 式 



研究員派遣による学校支援に関する研究(算数科) 

  - 9 - 

で、余りの処理の仕方に着目させ、「どのようにグループ分けをすればいいのだろう」「グループ

分けで余りを出さないようにするにはどうすればいいだろう」という本時の学習課題を児童から引

き出すことができた。 

その後の学習を振り返る場面では、「余った人を一人ずつグループに入れると、全員きちんと分

けられた」と題意に即した余りの処理の仕方について自分の言葉で学習を振り返る姿が見られた。

また、「クラスでグループ分けをするときに使えそう」「近所におやつを配るのに便利だと思った」

と解決したことを生活場面で活用しようとする記述も見られた。 

このように、生活場面を想起させる学習課題を設定したことで、身の回りの問題を算数で解決す

るよさを感じ、自らの生活場面で活用したいという思いを高めることができた。 

 

３ 学びの姿を捉える評価の実際 

第５学年「平均」第１時では、本時で目指す「数学的な見方・考え方を働かせて、主体的に学習に

取り組んでいる姿」のおおむね満足できる状況として、「同じ量に着目していくつかの数量をならす

方法を、図や式を使って自分なりに説明しようとしている姿」と設定し、その学びの姿を生み出す発

問や手立てを考え、実践を行った。 

(１) 学びの姿を支える手立て 

まず、児童が「ならす」という言葉の意味を理解

し、学習の見通しをもつことができるようにするた

め、授業の導入で三つのコップに入っている水の量

を均等にする活動を取り入れた(図11)。そして、五

つのコップに入ったジュースの図と問題を提示し

た。児童は、「バラバラだ」「コップが三つだった

らならせるけど･･･」と、五つの数量をならすことに

難しさを感じている様子であったが、次第に「図に

して考えたい」「計算する」「割る」等、ならす方

法に迫るキーワードをつぶやく児童が出てきた。そ

れらの児童の反応を基に、「どうすれば等しい量に

ならすことができるか説明しよう」と学習課題を設

定した(図12)。  

自分で考える場面では、五つのジュースの量を示

した図を用意し、必要に応じて児童に配付した。こ

れは、考えることが苦手な児童が、具体的な操作を

基に自分なりの方法を見つけることができるように

する手立てである。児童のつまずきを予想し、この

手立てを用意したことで、均等にならす方法を図に

書き込んだり、ならす手順を式で表したりと、より

簡単にならす方法を考えようとする主体的な姿が多

く見られた。児童の大半は、量の多いコップから少

ない量のコップへジュースを移してならす考え方で

あったが、指導者が「絞ったオレンジが100個ならど

うか」と補助発問をしたことで、児童はいくつかの数量を均等にならすことを合計÷個数の式で表

すよさに気付き、「平均」の意味を学級全体で共有することができた。 

図12 問題から学習課題を設定する 

学習課題 

どうすれば等しい量にならすことができるか

説明しよう。 

５個のオレンジを１個ずつしぼってジュースを作ります。そ

れぞれの量を調べたら、次のようになりました。 

ジュースの量をならすと、１個のオレンジから何ｍLの

ジュースができたことになるでしょう。 

５つの量をならすには… 

問 題 

  

多い量を少ない量へ… 

３つの水の量をならしてみよう 

図11 学習の見通し 
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(２) 振り返りから学びの姿を捉える 

図13の振り返りのポイントを児童に示し、そ

れを基に学習の振り返りを行った。指導者は児

童の記述から、学習課題に対してどのように取

り組んだのか、児童の学びの姿を具体的に捉え、

次時の指導に生かす手立ての一つとした。 

本時では、「①分かったことやできるように

なったこと」について振り返りを行った。ある

児童は、「自分の考え方より、友達の考え方がわ

かりやすかった。だから、適用問題を簡単に解

くことができた。算数が楽しいと思った」と、友

達の考え方のよさに気付き、自分の考え方が広がったことを実感していた。別の児童は、五つの量の

中で一番少ない量を基準にし、その基準より多い量だけを取り出してならすとより計算が簡単である

ことを見つけていた。「難しかったけど、簡単な計算方法を見つけることができた」と、本時の自分

の学びを前向きに捉えていた。このように、振り返りのポイントを与え、児童から具体的な記述を引

き出すことで、個々の学びの姿をより具体的に捉えることにつながった。 

 

(３) 学びの姿の評価と学習課題の検証 

図14で示したように、本時で児童が考え出した方法は大きく３種類に分けられた。そのうち、２種

類以上の方法を書いた児童が３名、１種類であった児童が19名であった。しかし、１種類も書くこと

ができなかった児童もいた。学習課題に対して、９割以上の児童が自分なりに図や式を用いてならし

方の説明をノートに書こうとする姿が見られたことより、本時の学習課題は多くの児童に適していた

と判断できる。ならす方法をノートに書くことができなかった児童には、ならす方法を考えやすくす

るために五つのジュースの量を示した図を用意したことで、ならす方法を自分なりに考えることがで

きた。話合いの中で、学級で見いだした合計÷個数で平均を求める方法のよさに気付き、適用問題を

図14の③の方法で解くことができ、「たし算が楽しかった」と学習を振り返っていた。 

このように、授業の構想段階で、「数学的な見方・考え方を働かせて、主体的に学習に取り組んで

いる姿」を設定し、その姿を生み出すために、児童のつまずきを予想して手立てを用意することで、

児童の「主体的に学習に取り組んでいる姿」につなげることができた。 

 

図13 振り返りのポイント 

①図を使ってならす方法 ②①のならし方を式で表す方法 

③合計÷個数で平均を求める方法 

図14 本時で児童が考え出した方法 
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４ 学習課題の設定を工夫した授業づくりに取り組んだ成果 

(１) 児童の変容 

図15は派遣研究員受入校の児童を対象と

して実施した質問紙調査の結果である。「算

数の勉強は好きだ」と肯定的に回答した児

童は63％から70％とわずかに増加した。 

児童の振り返りでは、「最初、算数は嫌

いだったけれど、やってみると算数の勉強

は楽しいと思った」「いつも算数の勉強をしたい」等の記述があり、算数に対する意欲の向上が見

られた。また、「割り算は、かけ算のように十の位と一の位に分けて計算できることが分かった」

「10のまとまりと見れば簡単に割り算ができた」「分母と分子の違う分数の大きさ比べでは、前に

習った最小公倍数を使うと簡単にできた」等の振り返りがあり、既習事項を活用して学習課題を解

決しようとする姿勢が育まれてきていることがうかがえる。 

図16は指導者が感じる児童の意識の変容である。これらの記述からも分かるように、指導者も児

童の算数に対する意識の向上を実感している。 

このように、これまでの取組で児童に疑問や気付きをもたせ、既習事項との違いに気付かせるよ

うな学習課題を設定し、問題解決的な学習の充実を図る授業づくりに続けて取り組んできたことで、

児童が数学のよさに気付き、算数の楽しさや面白さを感じ、主体的に問題解決に取り組もうとする

意識が高まったといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (２) 指導者の意識の変容 

指導者に学習課題の設定を工夫した授業づくりについて、意見を求めたところ、「改めて学習課

題の設定の大切さを感じた。既習事項との違いをおさえ、児童が興味をもち、疑問を抱くような学

習課題を考えていくことができた」「児童のつぶやきをつなぎ、学習課題を設定した授業をしてき

たことで、児童が主体的に学習に向かえるようになってきた」等の声が聞かれた。指導者は学習課

題を大切にした授業づくりのよさを実感することができたといえる。 

また、「単元プランシート」と「授業プランシートⅡ」を作成・活用したことについては、「学

習課題とまとめのつながりを意識しながら授業を構想しているので、ねらいから外れることがない」

「自分で考える場面で机間指導をしながら、共に学び合う場面で取り上げる児童の考えを精選する

ことができる」等の声が聞かれた。また、「児童の姿を想像しながら授業をつくり出していくこと

が楽しかった」「児童の学びがつながっていくことの大事さを知り、算数の授業が楽しいと思えた」

という声が聞かれたことは、大きな成果だといえる。このように、「単元プランシート」と「授業

プランシートⅡ」を活用することで、指導者は、学習課題とまとめが正対していることを確かめな

がら授業を実践することができた。さらに、児童が数学的な見方・考え方を働かせて、主体的に学

習に取り組んでいる姿を書き出すことで、その姿を生み出す発問や手立てを考えることができ、問

図15 質問紙調査結果の比較 

図16 指導者が感じる児童の意識の変容 

・「今日の学習課題は何だろう？前の時間の学習課題から考えると、今日の学習課題はこれだ」と学習
課題を予想する児童の姿が見られるようになってきた。 

・学習課題を児童とともに考えるようになったことで、児童が自分の課題として捉えるようになり、自
分で考えることが楽しいと感じている児童が増えてきた。 

・答えを言おうとする児童に対して「答えを言わないで」「自分で考えさせて」と言い、自分の力で解
決したいという児童が増えてきた。 

・図を用いて説明をしようとする児童が増えてきた。 
・児童たちの話合いの中で、理由を説明させたり、児童の発言をつなげたりすることを意識して授業を

行ってきたことで、児童が主体的に取り組むようになってきた。 



研究員派遣による学校支援に関する研究(算数科) 

- 12 - 

題解決的な学習の充実につながった。 

 

Ⅵ 研究のまとめと今後の課題 

 

１ 研究のまとめ 

(１) 主体性、必要性、連続性の三つの視点を基に学習課題を設定することで、問題解決的な学習の充

実を図ることができた。 

(２) 「単元プランシート」と「授業プランシートⅡ」を活用したことは、指導者が単元の見通しをも

ち、学習課題の設定を工夫した授業づくりに取り組むことができる手立てとして有効であった。 

(３) 「主体的に学習に取り組む態度」の観点で、おおむね満足できる児童の学びの姿を設定し、評価

したことで、学習課題を核とした授業の検証にもつながり、数学的に考える資質・能力の育成につ

ながった。 

 

２ 今後の課題 

(１) 数学的に考える資質・能力をよりバランスよく育むために、「思考力，判断力，表現力等」にも

焦点を当てた授業づくりに取り組んでいく必要がある。 

(２) 他教科においても問題解決的な学習の充実を図るために、本研究で設定した学習課題の設定の三

つの視点を他教科にも広げていく必要がある。 

(３) 今後は、学校段階間のつながりを踏まえて、中学校においても、学習課題を核とした授業づくり

に取り組む必要がある。 
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